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PERINEAL  TESTIS  : REPORT OF TWO CASES 
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    Perineal testis is a very rare congenital anomaly . Since the first case of the disease reported by 

John Hunter in 1786, more than 113 cases have been reported in the English literature, and 13 cases 

have been reported in the Japanese literature. The 14th and 15th cases are presented herein. 

    Case 1 was a 38-year-old man who came to our clinic with the chief complaint of discomfort of 

the perineum. Physical examination revealed emptiness of the left scrotal contents and there was a 

small hen's-egg growth mass corresponding to the normal testis at the left side of the perineum. 

Excretory urogram showed no abnormality. Orchiopexy to the left scrotum was performed. On surgical 

exploration the gubernaculum testis was found obviously fixed to the perineum. Histologic examination 

of the biopsied ectopic testis revealed mild hypospermatogenesis. 

    Case 2 was a 2-year-old boy who was referred to our clinic with the chief complaint of emptiness 

of the right scrotal contents. Physical examination revealed a bean-sized mass corresponding to the 

normal testis at the right side of the perineum. 

    Orchiopexy to the right scrotum was performed. On surgical exploration the gubernaculum 

testis was found to be fixed to the perineum. 
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緒 言

睾丸の先天的な位置の異常としては(1)停留睾丸,(2)

睾丸転位(異 常下降),(3)睾 丸変位の3つ が挙げられ

るがD,後2者 は前老に 比較すると まれな ものであ

る.最 近われわれは睾丸転位の2症 例を経験したので,

報告するとともに若干の文献的考察をおこなう.

症 例

症例1

患者=38歳,運 転手

主訴:残 尿感 ・会陰部の不快感

初診:1973年6月1日

既往歴:肺 結核(22年 前)

家族歴114歳,11歳 の2子 あ り

現病歴=1973年5月 頃より残尿感があ り当科を受診

した.そ の際左陰嚢内容の欠如と会陰部左側に小鶏卵

大の弾力性ある腫瘤を触知 し,精 査を目的として同年

11月15日 当科へ入院した.

入院時現症:身 長168cm,体 重59kg.栄 養状態は

良好.頭 頸部および胸腹部理学的所見に異常を認めな

かった.陰 茎および右陰嚢内容は正常であったが,左

陰嚢内容は欠如 し会陰部左側に小鶏卵大の睾丸らしき

腫瘤を触知した(Fig,1).こ の腫瘤は用手にて陰嚢上

部までの移動は可能であったが,陰 嚢内へ入れること

は不可能であった.二 次性徴は男性型で性欲,勃 起力,
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性生活にも異常はなかった.

検査成績

尿所見:pH6.0,蛋 白(一),糖(一);沈 渣に異常

所見なし.血 算:白 血球数5,200/mm3,赤 血球数365

×104/mm3,血 色素量13.19/dl,Ht41%.血 液化学:

異常所見なし.空 腹時血糖=96mg/dl.

レ線検査所見:胸 部単純撮影,排 泄性腎孟造影およ

び尿道 レ線造影でとくに異常なし.以 上の所見より左

会陰部睾丸転位と診断して1973年11月20日 に手術を施

行した.

手術所見=全 身麻酔下にて左陰嚢下方を皮膚切開し

た.会 陰部皮下に触知 した腫瘤は左睾丸であることが

確認されその発育は良好で(Fig.2),副 睾丸にも異常

を認めなかった.精 管および精索血管を外鼠径輪付近

まで剥離し,両 老が左外鼠径輪から出ていることも確

認 した.他 には睾丸らしい組織は存在しなかった.睾

丸導帯は左会陰部皮下に付着していた.精 索の長さは

十分あったのでそれ以上の剥離はおこなわず,睾 丸生

検後DeNettoの 方法で睾丸固定術を施行した.

組織学的所見:睾 丸生検組織像であるが,軽 度の精

子形成能の低下を認めた(Fig.3).

術後経過は良好であった.

症例2

患者;2歳

主訴;右 陰嚢内容の欠如

初診11983年1月14日

既 往歴:家 族歴;特 記事項なし

現病歴3生 下時右停留睾丸を指摘され,経 過を観察

していたが,下 降しないため当科を受診した.同 年7

月23日 精査を目的として入院した.

入院時現症3身 長93.5cm,体 重13kg.年 齢相応

の発育で,頭 頸部および胸腹部理学的所見に異常は認

めなかった.左 陰嚢内容は正常であったが,右 陰嚢の

発育は悪 く右陰嚢内容は空虚であった.会 陰部右側に

弾力性ある小指頭大の腫瘤を触知 した(Fig.4).

検査所見=尿 所見:pH7.5,蛋 白(一),糖(一);

沈 渣に異常所見なし.血 算:白 血球数6,200/mm3,

赤血球数413×104/mm3,血 色 素量11.39/dl,Ht

34.2%.

血液化学:異 常所見なし.内 分泌学的検査:FSH

1.8mIu/ml以 下,LH5.1mlu/ml,テ ス トステロ

ン20ng/dL

レ線検査所見 ・胸部単純撮影その他に異常なし.

以上の所見より右会陰部睾丸転位と診断して1983年

7月26日 手術を施行した.

手術所見:全 身麻酔下で右外鼠径輪付近の皮膚を切

開した.外 鼠径輪付近で精索 お よび精管 を露出し,

それらを下方に追跡すると,術 前会陰部皮下に触知し

'

Fig.1.Preoperativeviewoftheleft

pcrinealtestis.

Fig.2. Surgicalexplorationrevealedtheleft

gubernaculumtestis且xedintheperineum
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た腫瘤と連絡してお り,こ の腫瘤は容積O・8mlの 右

睾丸であることを確認した.他 に睾丸らしい組織を認

めず,睾 丸導帯は右会陰部皮下に付着してお り(Fig。

5),副 睾丸は睾丸とは体部で離れていた(Fig.6),精

索の長 さは十分であったので,DeNettoの 方法で睾

丸固定術を施行した.な お睾丸生検は施行しなかっ

た.

術後経過は良好であった.

考 察

睾 丸 転 位(Ectopiatestis)と は 睾 丸 が 正 常 の 下 降

路 以外 に位 置 した場 合 を い い,そ の 位 置す る部 位 に よ

り,(1)間 質性(lntestitial):外 腹 斜 筋 腱 膜 上 方,(2)

大 腿 部(Femoralorcrural):Scarpゴ 氏 三 角 部,(3)

陰 茎 部(Pcn三ie):恥 骨 上 部,(4)会 陰 部(Perineal),

(5)交叉性(Transverscorcrossed):両 側 の 睾 丸 が

同 一 の 鼠径 管 を 通 過す る,の5つ に 分類 され2),(5)の 交

叉 性 睾丸 転 位 に 対 して前4者 は 非 交 叉性 睾 丸 転 位 と も

称 され る.し か しなが らこの 分類 に 該 当 しな い 膀付 近

な ど の部 位 へ の 睾丸 転 位 も報 告3)さ れ てい る.ま た ヒ

トの場 合 と異 な りクジ ラや ゾウ,サ イ お よび 他 の厚 皮

動 物 の睾 丸 は腹 部に,ラ クダや カ ワ ウ ソで は 鼠 径管 に,

カ ンガ ル ーで は 陰茎 部 に,ブ タ,イ ノシ シや ジ ャ コ ウ

ネ コで は会 陰 部 に存 在 す るの が 正常 で あ る4).

1786年JohnHuntcrが 会 陰 部 睾 丸 転 位 を最 初 に

報 告5)し て以 来,欧 米 ではll3例 以 上 が 報 告6)さ れ,

本邦 で も1907年 阿部 の報 告?》以来 自験2例 を 含め て15

例 が報 告 され てい る8--19).Campbe11は 工8,000例 の男

子 剖検 例 中1例 も会 陰 部 睾 丸 転 位症 例 を認 め なか った

と報告 し2),Burdickら の報 告 で も2)停 留 睾 メL537例

中 会 陰部 睾 丸 転 位 は 存 在 しな い.い っぽ う,Jones

ら4)は 停留睾丸737例 中15例(2。0%)に 会 陰部睾丸転

位を報告し,Eccles2)は 停留睾丸936例 中5例(0.7

%),Coley4)は 鼠径ヘルニア126例 中9例(7.1%)

に本症の発生を認めてお り,自 験2例 は手術を施行し

た停留睾丸187例 中 のLI%に 該 当している.以 上の報

告を平均すると,Huntら20)も 指摘 したごとく,会 陰

部睾丸転位はおおよそ停留睾丸50例 中1例 の頻度で発

生すると考えてよいと思われる.

睾丸転位の5型 の頻度については,本 邦 と欧米では

若干異なる傾向が認められる.わ れわれが調べえたか

ぎりでは睾丸転位症の本邦例は,1983年8月 までに自

験2例 を含めて94例 が報告されている.部 位不明の

2例 を除く92例 中交叉性61例(66.3%),会 陰部15

例(16。3%),問 質性13例(14.1%),陰 茎部2例

(2.2%),大 腿 部1例(1.1%)の 順 であ るのに対

し,欧 米では間質性が もっと も多く,つ いで大腿

部,会 陰部,交 叉性,陰 茎部の順である6).こ の よう

に発生部位が本邦例と欧米例とで異なる理由は不明で

ある.

睾丸転位の発生病理について,Hunter21)は 睾丸導

帯の存在に着 目し,Lockwood2Dも 睾丸導帯の付着

異常をその理由に挙げている.い っぽう,Sonneland

は陰嚢茎部の閉鎖がもっとも有力な原因だと報告22)し,

McGregorは 会陰部領域には 筋膜によって 陰嚢部,

会陰部および大腿部の3つ の嚢が形成されるが,陰 嚢

部嚢の発育不全により睾丸転位が発生する可能性を指

摘 している23).し か し,真 の原因については現在まだ

あきらかにされていない.

本邦会陰部睾丸転位15例(TableI)に っいて検討

すると,年 齢は生後2ヵ 月か ら38歳 までで平均年齢は

9.8ueで あった.主 訴は陰嚢内容の欠如9例,会 陰部

Table1.EctopictestisintheJapaneseliterature

N。.報 告 者 (報告年)年 齢 患側 睾丸の大きさと機能 合 併 症

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

阿部

松 村

鈴木

田村

窩安 ・ほか

疋 田

シ可ヰ寸・ほか

岡 田 ・ほか

若 月 ・ほか

漆久保 ・ほか

」目口 ・ほか

小谷 ・ほか

佐藤 ・ほか

自験例

自験例

(1907)

(1910)

(1939)

(1954>

(1958)

(1965)

(1970)

(1971)

(1978)

(1978)

(1978)

(1979)

(1981)

(1983)

(1983)

10

21

2*

26

10

6

8*

2

4

1

13

3

11

38

2

右

右

右

右

右

左

左

両

左

左

右

左

左

左

右

胡桃大

小児栂指頭大

栂指頭大

年齢相応の精子形成能

年齢相応の精子形成能

年齢相応の精子形成能

小指頭大

未熟睾丸組織

年齢相応の精子形成能

軽度の精子形成能の低下

睾丸容積0.Sm2

同側陰嚢の発育不良 ・対側停留睾丸

同側陰嚢の発育不良

嵌頓ヘルニア

同側陰嚢の発育不良・対側停留睾丸

同側陰嚢の発育不良

同側陰嚢の発育不良

同側陰嚢水腫

副睾丸付着異常

*月
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痛および不快感4例,会 陰部の腫脹1例,不 明1例 で

あった.合 併症としては患側陰嚢の発育不全が全体の

47%を 占め,対 側停留睾丸2例,同 側睾丸水瘤1例 も

認めた.IVPは2例 に しか施行されていないが,2

例 とも上部尿路は正常であった.

本症において交叉性以外の転位した睾丸の精子形成

能について検討した報告は少ないが,正 常あるいはほ

ぼ正常の精子形成能を示すと考えられている7・20).し

か しMackは20例 の間質性睾丸転位を組織学的に検

討し,大 部分の症例で精子形成細胞の欠損を認め,そ

れが思春期前にすでに存在している事実を指摘し24),

Wattenberg25)も 精子形成能の低下を示す症例を報告

している.DelaBalze26)は 転位した睾丸に組織学

的変化として,精 子形成細胞の成熟の遅延と病的な成

熟を認めたと報告している.実 際,自 験症例1に おい

ても精子形成能の低下が認められており,交 叉性睾丸

転位症例27)(32例中18例 に精子形成能の低下を認めた)

ほど高頻度ではないが,会 陰部睾丸転位症例の場合も

精子形成能の低下を示すことがかなり多いことが示唆

された,交 叉性睾丸転位においてはかなりの頻度で睾

丸の悪性腫瘍の発生が認められている.小 寺27)らは本

邦交叉性睾丸転位61例 中7例(Il.5%)に 睾丸腫瘍の

発生を認め,そ の組織像はSeminoma6例,混 合腫

瘍1例 であったと報告した.Williamsら28)は 間質性

睾丸転位2例 に睾丸腫蕩の発生を認め,睾 丸転位にお

いては一般に腫瘍発生の危険性の高いことを指摘して

いる.し かしながら会陰部睾丸転位例については現在

までのところ睾丸腫瘍の発生は報告されていない,

治療としては停留睾丸と同じように睾丸固定術がお

もに施行されている.睾 丸転位の場合,転 位した睾丸

は思春期を経過すると萎縮をはじめ,精 子形成能の低

下を示す症例がみられること,外 傷を受けやすく,悪

性変化をする頻度も高く,鼠 径ヘルニアを合併するこ

とが多いことなどから,早 期に手術をおこなった方が

良いと考えられ,自 験例についても睾丸固定術を施行

した.

結 語

会陰部睾丸転位の2例 を経験したので報告し,本 邦

15症例について文献的考察を加えた.

稿を終 わるにあたり故駒瀬元 治教授 に深謝 いた します.
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